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○
議
長
（
井
筒
宣
弘
君
） 

次
に
、
九
番
錦
織
淳
二
議
員
。 

 
 

〔
九
番
（
錦
織
淳
二
君
）
登
壇
、
拍
手
〕 

○
九
番
（
錦
織
淳
二
君
） 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
経
済
効
果
お
よ
び
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
武
井
区
長
に
お
伺
い
し

ま
す
。 

 

二
〇
二
〇
年
東
京
大
会
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
は
既
に
六
年
を
切
り
、
そ
の
恩
恵
に
ま
す
ま
す
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
、
一
日
当
た
り
の
会
場
来
場
者
数
は
、
最
大
九
十
二
万
人
と
予
測
し
て
お
り
、
こ
れ
に
開
催
日
数
の
十
七
日
間
を

乗
じ
る
と
千
五
百
六
十
四
万
人
の
観
戦
客
が
都
心
を
訪
れ
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
海
外
及
び
国
内
に
お
け
る
地
方
か
ら
の
観
戦
客
は
、
宿

泊
費
や
飲
食
費
、
交
通
費
、
関
連
グ
ッ
ズ
や
土
産
物
の
購
入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
需
要
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
私
が
か
ね
て
か
ら
提
案
し
て
い
る
み
な
と
観
光
大
使
制
度
を
活
用
し
、
区
内
外
に
あ
る
各
国
の
大
使
館
員
や
区
に
ゆ
か
り
の

あ
る
著
名
人
の
方
々
に
み
な
と
観
光
大
使
を
委
嘱
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
元
や
国
内
外
で
、
区
内
観
光
地
、
宿
泊
施
設
、
飲
食
店
、
商
店

街
、
そ
の
他
施
設
の
優
待
利
用
つ
き
の
観
光
大
使
の
名
刺
を
配
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
区
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
区

内
に
観
戦
客
が
一
人
で
も
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
一
日
九
十
二
万
人
の
観
戦
客
が
一
人
一
万
円
使
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
一
日
に
つ
き
九
十
二
億
円
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

期
間
中
で
千
五
百
六
十
四
億
円
に
な
り
、
区
の
年
間
予
算
に
匹
敵
す
る
額
を
十
七
日
間
で
潤
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
プ
ラ
ス
し

て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
客
十
三
日
間
の
消
費
分
も
区
内
に
誘
導
し
、
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
今
の
う
ち
か
ら
区

主
導
で
戦
略
を
立
て
、
観
光
大
使
、
観
光
協
会
、
商
店
会
、
観
光
関
連
事
業
者
、
経
済
団
体
、
そ
の
他
が
一
丸
と
な
っ
て
実
行
す
れ
ば
夢
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物
語
で
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
区
長
は
東
京
大
会
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
を
区
に
取
り
込
む
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
考

え
を
お
持
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。 

 
と
こ
ろ
が
、
世
の
中
よ
い
話
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
恩
恵
が
あ
れ
ば
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。
一
日
当
た
り
九
十
二
万
人
が
都
心
と

臨
海
地
域
を
移
動
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
区
内
に
入
っ
て
く
る
の
は
人
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
の
隅
々
か
ら
多
数
の
外
国
人
が
訪

日
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
人
が
免
疫
を
持
た
な
い
コ
レ
ラ
、
ペ
ス
ト
、
黄
熱
病
な
ど
が
入
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ
れ
ば
、
近
年
恐
れ
ら

れ
て
い
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
エ
ボ
ラ
出
血
熱
な
ど
、
新
た
な
感
染
症
が
流
行

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

一
九
六
四
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
大
会
当
時
は
、
日
本
は
ま
だ
衛
生
環
境
が
悪
く
、
赤
痢
や
腸
チ
フ
ス
と
い
っ
た
経
口
感
染
症
が
日
常

的
に
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
契
機
に
都
内
で
は
下
水
道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、
衛
生
環
境
が
大
幅
に
改

善
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
次
の
メ
キ
シ
コ
大
会
で
は
、
七
月
に
中
国
大
陸
で
香
港
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
発
生
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
ま
ま
十
月
に
開
催
さ
れ
、
大
会
終
了
直
後
か
ら
米
国
で
香
港
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
本
格
的
な
流
行
が
始
ま
り
、
メ
キ
シ
コ
大
会
が
ウ

イ
ル
ス
の
蔓
延
を
増
強
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
世
界
中
か
ら
観
客
が
集
ま
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
会

場
や
そ
の
周
辺
で
観
客
の
持
ち
込
む
感
染
症
が
蔓
延
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
で
感
染
し
た
観
客
が
母
国
に
感
染
症
を
持
ち
帰

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
流
行
は
世
界
的
に
拡
大
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

二
〇
二
〇
年
の
東
京
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ら
に
新
た
な
感
染
症
が
流
行
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
空
港
や
港
だ
け
で
ウ
イ
ル
ス

を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
都
内
に
は
、
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
が
一



 

 
 
 

平
成
二
十
六
年
第
三
回
港
区
議
会
定
例
会
議
事
速
記
録 

平
成
二
十
六
年
九
月
十
二
日 

カ
所
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、
荏
原
・
駒
込
・
墨
東
病
院
の
三
カ
所
が
あ
り
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
や
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
病
な

ど
の
一
類
感
染
症
患
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
こ
の
指
定
の
病
床
に
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
区
内
で
一
類
感
染
症
患
者
が
出

る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
、
大
会
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
今
の
う
ち
か
ら
十
分
な
対
策
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
区
長
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
お
考
え
で
し
ょ
う
か
、
お
伺
い

し
ま
す
。 

 

以
上
で
終
わ
り
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

〔
区
長
（
武
井
雅
昭
君
）
登
壇
〕 

○
区
長
（
武
井
雅
昭
君
） 
た
だ
い
ま
の
み
な
と
無
所
属
の
錦
織
淳
二
議
員
の
ご
質
問
に
順
次
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

最
初
に
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
経
済
波
及
効
果
お
よ
び
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
で

す
。 

 

ま
ず
、
経
済
波
及
効
果
を
区
に
取
り
込
む
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
を
好
機
と

捉
え
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
区
の
多
彩
な
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
、
受
け
入
れ
体
制
の
充
実

を
図
り
、
国
内
外
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

こ
の
た
め
、
区
で
は
観
光
客
の
誘
致
や
周
遊
性
を
高
め
る
た
め
に
、
観
光
情
報
誌
等
に
加
え
、
観
光
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
観
光
用
ア
プ
リ
な
ど
の
電
子
媒
体
を
活
用
し
、
多
言
語
に
よ
る
観
光
ル
ー
ト
紹
介
な
ど
の
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
や
観
光
案
内
板
の
多
言
語
化
な
ど
の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
港
区
観
光
協
会
等
の
関
係
団
体
と
緊
密
に
連
携
し
、
外
国
人
の
視
点
か
ら
の
観
光
情
報
の
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発
信
や
港
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
よ
る
応
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
検
討
し
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
を
効
果

的
に
取
り
込
み
、
区
内
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
最
後
に
、
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
で
す
。 

 

昨
年
四
月
に
は
中
国
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
最
近
で
は
西
ア
フ
リ
カ
で
エ
ボ
ラ
出
血
熱
が
流
行
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

感
染
症
が
世
界
各
地
で
発
生
、
流
行
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
、
六
十
年
以
上
発
生
の
な
か
っ
た
デ
ン
グ
熱
が
現
在
、

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
な
国
際
的
な
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
や
東
京
都
と
連
携
し
た
広

域
的
な
感
染
症
対
策
が
重
要
で
す
。
区
は
、
国
や
東
京
都
と
の
連
携
を
強
化
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

向
け
た
取
り
組
み
を
確
実
に
強
化
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

よ
ろ
し
く
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


